
日
会
部

平
発
編

私
説
　
資
長
太
口
道
灌
の
生
涯
　
（そ
の
一
）

日
本
随
筆
家
協
会
々
員
　
上
野
　
静

道
灌
は
江
戸
城
に
舞
い
戻
る
と
泰
然
自
若
と
し
て

家
の
子
、
郎
党
を
囲
み

得
意
の
和
歌
、
発
句
を
朗
詠

し
、
文
芸
論
議
を
楽
し
ん
で
い
た
。

時
に
は
豊
島
都
高
日
の
行
き
つ
け
の
狩
場
に
鹿
狩
り

に
出
か
け
て
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
努
め
て
い
た
．

某
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
鹿
狩
り
を
終
え
る
と
俄
か
に

十
砂
降
り
の
豪
雨
と
な
っ
た
．

道
灌
は
側
近
の
家
れ
、
樋
口
兼
信
と
中
村
重
頼
の
二

人
を
連
れ
て
い
た
。
雨
宿
り
の
タ
メ
に
二
人
は
駆
け

回
っ
て
　
軒
の
農
家
を
見
付
け
た
の
で
あ
る
。

主
は
応
仁
の
乱
の
落
武
者
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
国

す柄
と
い
う
珍
し
い
姓
だ
っ
た
。
妻
は
失
っ
た
が
二
人

の
美
し
い
少
女
が
い
た
。
国
栖
は
伊
豆
十
着
の
先
件

民
だ
っ
た
。
西
方
か
ら
き
た
民
族
に
滅
さ
れ
た
国
柄

を
聞
課
と
し
て
使
っ
て
い
た
伊
勢
新
九
郎

後^
に
北

條
早
雲
と
改
名
し
た
）
は

「お
前
は
滅
さ
れ
た
民
族

の
片
割
れ
だ
。
国
栖
で
は
な
く
人
間
の
ク
ズ
だ
。
俺

は
今
後
　
お
前
を
ク
ズ
と
呼
ぶ
か
ら
承
知
し
て
く
れ

と
言
っ
て
軽
蔑
し
た
。
「そ
う
呼
べ
ば
お
前
は
口
惜
し

い
だ
ろ
う
。
そ
の
口
借
し
さ
で
先
住
民
と
し
て
追
わ

れ
た
先
祉
達
の
仇
を
取
っ
て
や
る
と
い
う
意
気
込
み

が
出
て
男
が
変
わ
る
ぞ
」
と
励
ま
す
よ
う
な
嘲
る
よ

う
な
言
葉
を
打
ち
つ
け
た
。

国
栖
は
心
の
中
で
憎
い
奴
だ
と
思
っ
た
が

一
つ
の
発

一
っ
か
０

奮
剤
と
し
て
心
の
中
に
確
争
と
受
け
止
め
た
。
十
砂

降
り
の
雨
の
中
　
一
軒
の
農
家
を
見
つ
け
た
家
に
の

樋
口
は
早
速
　
道
灌
に
告
げ
た
。
道
灌
と
家
臣
の
■

人
は
ズ
プ
濡
れ
に
な
っ
て
入
り
込
み

「俄
雨
で
困
っ

た
。
雨
具
が
あ
っ
た
ら
貸
し
て
は
し
い
」
と
頼
み
込

ん
だ
。
主
の
国
栖
は
二
人
を
シ
ゲ
シ
ゲ
と
見
て
こ
れ

は
尋
常
の
武
■
で
は
な
い
．
立
派
な
武
将
に
違
い
な

い
と
直
感
し
た
。
そ
こ
で
国
栖
は
奥
へ
入
り
、
二
人

の
娘
に
そ
れ
ぞ
れ
山
吹
の
花
を
持
た
せ
道
灌
の
前
に

進
み
出
て
膝
を
折
り
、
山
吹
の
花
を
通
灌
に
捧
げ
る

よ
う
に
差
し
出
さ
せ
た
。

道
灌
と
家
臣
は
首
を
か
し
げ
た
。

歌
人
で
も
あ
る
武
将
の
道
灌
は
こ
れ
は
後
拾
遺
集
に

あ
る
兼
明
親
工
の
歌

「七
重
八
重
　
化
は
咲
け
ど
も

山
吹
の
実
の
一
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し
き
」
の
　
置
で

あ
る
こ
と
に
思
い
当
た
っ
た
。
家
族
三
名
は

「私
ど

も
は
貧
困
な
農
家
で
蓑

一
つ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
．
山
吹

は
咲
い
て
も
実
を
結
ば
な
い
の
と
同
様
に
大
変
残
念

で
す
が
雨
具
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
の
だ
っ
た
。

道
灌
は

「よ
く
言
っ
て
く
れ
た
．
解
っ
た
。
気
に
し

な
い
で
く
れ
‥
‥
私
は
江
戸
域
の
主

太
田
道
灌
だ
」

と
名
乗
っ
た
。
国
栖
は
恐
縮
し
て

「大
変
、
無
礼
な

こ
と
を
し
ま
し
た
」
と
謝
っ
た
。

道
灌
は
二
人
の
美
少
女
を
見
て
名
前
を
聞
い
た
。

姉
妹
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
な
が
ら
　
紅
皿
と
欠

皿
と
言
い
ま
す
が
こ
れ
は
近
所
の
人
達
が
名
付
け
た

愛
称
で
す
。
本
当
は
七
重
、
八
重
と
中
し
ま
す
。
道
灌

は
人
い
に
気
に
入
っ
た
ら
し
く
高
笑
い
し
て
上
機
嫌

だ
っ
た
。

国
栖
は
博
学
多
識
の
よ
う
で
何
で
も
よ
く
知
っ
て
い

た
。
特
に
諸
国
の
国
勢
　
内
情
に
通
じ
て
い
る
の
に

驚
い
た
。
道
灌
は
こ
の
武
士
国
栖
か
ら
今
後
　
戦
略

上
重
要
な
情
報
を
得
た
い
と
思
っ
た
。

道
灌
は
そ
の
タ
メ
に
鹿
狩
り
と
称
し
て
屡
々
や
っ
て

き
た
。
そ
の
上

美
し
い
Ｌ
の
姉

紅
皿
が
好
み
の
タ

イ
プ
の
よ
う
だ
っ
た
．

家
臣
の
樋
日
、
中
村
は

「親
方
は
姉
の
紅
皿
に
気
が

あ
る
よ
う
で
す
な
」
と
言
っ
て
み
た
。
道
灌
は

「人
い

に
あ
る
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
は

「江
戸
城
に
お
呼
び

に
な
っ
て
は
‥
‥
」
と
告
げ
る
と
道
灌
は

「矢
張
り
、

れ
た
げ
〓
，

野
に
置
け
紫
雲
英
で
山
吹
の
花
も
野
に
置
い
て
こ
そ

美
し
い
風
情
が
あ
る
も
の
だ
」
と
上
機
嫌
で
渋
笑
し

た
。
そ
の
後
、
道
灌
は
某
日
、
プ
ラ
リ
と
高
田
の
国
栖
の

家
に
や
っ
て
き
た
．
二
人
の
姉
妹
に
手
十
産
を
手
渡

し
た
。
包
み
を
解
く
と
中
か
ら
金
糸
、
銀
糸
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
美
し
い
上
布
だ
っ
た
。

姉
妹
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
喜
ん
だ
。
「父
は
何
処
ヘ

行
っ
た
の
か
」
と
道
灌
は
尋
ね
た
。
「浅
草
に
用
事
が

あ
っ
て
行
き
ま
し
た
」
と
答
え
る
と
問
も
な
く
帰
っ

て
き
た
。
道
灌
は

「伊
勢
　
新
九
郎
」
と
い
う
男
を
知



ら
な
い
か
」
と
尋
ね
た
。
国
栖
が
伊
勢
新
九
郎
の
ス

パ
イ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
の
上
の
質
問
だ
っ
た
。

「
ハ
イ
、
新
九
郎
は
今
、
伊
豆
方
面
に
糠
点
を
置
い
て

天
下
の
大
勢
を
院
ん
で
い
る
よ
う
で
す
」
と
答
え
た
。

そ
う
答
え
る

一
方
で
国
栖
は
道
灌
の
状
況
を
新
九
郎

に
伝
え
て
い
た
。
国
権
は
両
方
の
ス
パ
イ
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
国
栖
は
俺
の
体
の
中
に
今

一
人
の
国
栖
が

い
る
と
考
え
、
我
な
が
ら
奇
妙
な
気
持
に
な
っ
た
。
双

方
が
国
栖
を
ス
パ
イ
に
使
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
間
謀

と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
訪
か
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
時
代
は
も
早
、
道
灌
を
武
人
大
名

に
担
ぎ
上
げ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
　
彼
の
名
声
が
Ｌ
が
る
度
に
主
君
、
一扇
谷
上

杉
定
正
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
は
下
が
る

一
方
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
関
係
住
民
大
衆
の
人
気
が
道
灌

一
筋
に
沸

騰
す
る
と
各
地
の
豪
族
は
反
道
灌

一
色
に
集
約
、
道

灌
の
孤
立
化
を
進
め
て
行
っ
た
。

道
灌
は
国
家
運
営
の
権
力
者
達
は
身
分
の
高
低
で
決

定
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。

道
灌
は
そ
の
点
、
単
な
る
将
軍
職
に
侍
べ
る
倍
臣
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（倍
臣
は
執
事
の
こ
と
）

こ
の
頃
に
な
る
と
道
灌
は
紛
争
な
ど
の
問
題
解
決

の
発
言
権
は
全
く
な
か
っ
た
．

将
軍
足
利
義
尚
は

「関
東
の
逆
徒

（道
灌
）
を
討
伐
せ

よ
」
の
大
号
令
を
両
上
杉
や
足
利
成
氏
公
方
な
ど
に

命
じ
た
の
で
あ
る
。

道
灌
は
こ
れ
を
聞
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落
涙
し
、
述

懐
し
た
．

「俺
は
こ
の
十
年
間
、
何
の
為
に
戦
っ
て
き
た
の
か
。

散
、
味
方
と
も
多
数
の
武
士
や
無
睾
の
民
衆
が
血
を

流
し
、
死
ん
で
行
っ
た
。

そ
れ
が
総
べ
て
徒
労
だ
っ
た
の
か
。
関
東
大
争
乱
を

巻
き
起
こ
し
、
ア
レ
だ
け
ト
ラ
ブ
ッ
て
騒
が
せ
た
長

尾
景
春
や
背
後
の
足
利
成
氏
は
今
で
は
官
軍
の
大
将

だ
。
道
灌
は

「俺
が

一
介
の
関
東
の
武
将
に
過
ぎ
ぬ

こ
と
は
承
知
の
上
。
併
し
　
持
て
る
力
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
を
出
し
切
っ
て
関
東
の
争
乱
を
鎮
圧
し
た
の

だ
。
ど
う
し
て
俺
が
逆
徒
だ
と
い
う
の
だ
。
こ
ん
な

陰
湿
な
環
境
の
中
で
道
灌
は
か
ね
て
屡
々
訪
れ
た
高

日
の
里
へ
出
向
い
た
の
で
あ
る
。

国
柄
の
い
る
家
だ
。
そ
し
て
紅
皿
、
欠
皿
の
二
人
の

か
わ
い
い
姉
妹
の
い
る
家
だ
。

初
め
て
知
っ
た
頃
の
娘
達
は
ホ
ン
の
少
女
だ
っ
た
が

今
は
立
派
に
成
人
し

美
し
い
娘
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
道
灌
は
二
人
の
娘
達
を
可
愛
が
っ
た
が

一
度

と
し
て
不
倫
に
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

彼
女
達
も
明
る
い
少
女
で
道
灌
を
人
格
者
と
し
て
尊

敬
し
て
い
た
。
高
日
の
里
は
道
灌
自
身
の
憩
み
処
と

し
て
別
宅
の
よ
う
に
し
て
い
た
。
こ
こ
に
来
る
と
道

い
や
●

灌
は
自
然
と
暗
い
心
が
和
み
　
医
療
の
ば
と
な
っ
て

い
た
。
こ
こ
で
　
道
灌
は
休
み
休
み
　
天
下
の
新
し

い
戦
略
や
領
十
の
治
安
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
考
究
し
て
い

た
。
そ
の
具
現
の
数
々
は
凡
そ
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

江
戸
港
を
整
備
、
別
藩
だ
っ
た
が
品
川
港
が
各
種

の
貿
易
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
こ
と
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
、
多
額
の
資
金
を
投
入
　
流
通
経
済
機
構
を

導
入
、
関
税
も
削
減
　
各
種
物
産
の
交
易
を
盛
ん

に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
浅
草
橋
も
拡
大
、
渥ヽ

く
朝
鮮
か
ら
佛
像
を
輸
入
、
航
海
の
安
全
を
守
る

佛
像
と
し
て
関
係
者
多
数
が
参
詣
、
蝦
集
し
た
。

海
辺
広
場
に
は
建
場
を
設
置
　
物
産
市
を
設
け
て

地
場
産
業
の
発
展
に
貢
献
、
こ
れ
に
依
り
　
米
麦

そ
の
他
の
穀
物
類
、
野
菜
　
果
物
　
お
茶
、
鉄
鋼
、

金
銀
財
宝
そ
の
他
　
人
間
生
活
の
必
需
品
な
ど

続
々
と
集
ま
り
、
江
戸
の
繁
栄
は
益
々
広
が
り
、
空

前
の
段
賑
を
極
わ
め
、
展
開
し
た
。

し
か
も
、
供
給
先
は

「近
く
は
房
州
、
茨
城
、
常

陸
遠
く
は
近
江

泉
州
堺

信
州
辺
り
か
ら
海
・
山

越
え
て
搬
入
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
道
灌
は
日
本
全
国
に
経
済
、
政
治
の
達
人

と
し
て
名
声
を
博
し
　
大
江
戸
の
人
気
を

一
身
に

集
め
た
。
し
か
し
　
こ
の
為
に
道
灌
は
物
産
市
で

巨
萬
の
富
を
得
た
と
い
う
誤
解
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
道
灌
の
主
君
　
一扇
谷
定
正
や
彼
を

警
戒
し
て
い
た
群
雄
達
か
ら
卑
劣
な
疑
惑
を
受
け
、

こ
の
際
徹
底
的
に
鉄
誅
を
下
す
べ
き
だ
と
鋭
い
口

撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

併
し
、
道
灌
は

「心
か
ら
玖
し
い
所
は
な
い
」
と

泰
然
と
し
て
い
た
。
　
　
　
（次
号
へ
つ
づ
く
）



平
成
十
五
年

一
月
か
ら

平
成
十
五
年
六
月
ま
で

３
／
６
　
日
赤
奉
仕
活
動

４
／
２７
　
根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
り
甘
洒
茶
屋

当
番
２０
名
参
加

５
／
１
　
赤
十
宇
会
員
寄
付
金

一
九
七
　
〇
〇
〇
円

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
／
６
　
駒
込
母
の
会
　
春
の
交
通
安
全

成
人
の
日
　
お
祝
品
　
対
象
者
８
名

蓬
来
町
だ
よ
り
第
六
四
号
発
行
配
布

お
汁
粉
会

（海
蔵
寺
前
）

役
員
　
婦
人
部
　
有
志

午
前
九
時
半
～
年
後
五
時

新
入
学
児
童
　
お
祝
品
対
象
者
四
名

“
年
　
１
／
２８

４
／
２３

５
／
１２

５
／
２‐

口
／
３０

‐５
年
　
１
／
１３

２
／
１０

３
／
３０

●
／
１

井
ロ
ス
ナ
フ

富
永
　
光
子

伊
地
知
ツ
ネ

露
久
保
恵
■

清
水
　
康
政

一日
岡
　
　
功

島
田
　
た
か

‐５
年
　
１
／
１１
　
根
津
神
社

御
遷
座
三
百
年
記
念
事
業
委
員
会

１
／
“
　
文
町
連
新
年
会

（区
民
セ
ン
タ
ー
）

１
／
２２
　
文
京
区
意
見
交
換
会

（シ
ビ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー
）

１
／
２８
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
新
年
会

２
／
３
　
根
津
神
社
豆
撤
き

３
／
３‐
　
部
長
会

（決
算
報
告
）

４
／
７
　
駒
本
小
学
校
入
学
式

４
／
２７
　
根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
り
Ｌ
酒
茶
屋
当
番

５
／
３
　
会
計
監
否

５
／
６
　
部
長
会

６
／
３
　
総
会

・
懇
親
会

駒
込
交
通
安
全
協
力

創
立
５０
周
年
記
念
式
典

駒
込
交
通
安
全
協
力
　
理
事
会

春
の
交
通
安
全
運
動

街
頭
活
動
「
Ｈ
～
２０
日

駒
込
安
全
協
力
　
総
会

部
反
省
会

◎
平
成
十
五
年
度
成
人
者
氏
名

今
丼
　
達
郎
　
向
丘
２
１
３７
‐
７

戸
円
　
人
晴
　
向
丘
２
１
躊
１
３

山
澤
　
信
也
　
向
丘
２
１
‐７
‐
２０

小
林
　
貴
彦
　
向
丘
２
１
“
１
７

加
藤
稲
太
郎
　
向
丘
２
１
３０
‐
１０
‐
‐０

松
本
　
ま
き
　
向
丘
２
１
３５
‐
５

島
田
　
絵
加
　
向
丘
２
１
３８
‐
２２

桑
田
　
奈
奈
　
向
丘
２
１
田
１
２４

◎
平
成
十
五
年
度
新
入
学
児
童

小
幡
　
朋
生
　
向
丘
２
１
１６
‐
６

中
村
　
優
介
　
向
■
２
１
１７
‐
‐

加
藤
　
拓
美
　
向
丘
２
１
２６
‐
９

青
樹
　
弥
結
　
向
丘
２
１
２８
‐
９

‐４
年
　
１２
／
・
　
歳
末
地
域
福
祉
助
け
合
い
募
金
活
動

モ
七
件
　
一
δ

三
、
六
，
一円

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
／
３
　
本
郷
清
掃
事
業
協
力
会

全午
本
年
始
の
コ
ミ
処
理
に
つ
い
て
）

文
京
つ
つ
じ
会

定
例
会
　
懇
親
会

本
郷
小
石
川
清
掃
事
務
所
統
合
に

つ
い
て

文
京
つ
つ
じ
会
　
１５
年
度
当
番
日

程
に
つ
い
て

‐５
年
　
５
／
２５
　
避
難
所
運
営
訓
練

（文
京
区
本
郷
消
防
署

詢
込
警
察
署
）

一
四
名
参
加

‐４
年
　
１２
／
２３
　
歳
末
夜
警
開
始
　
２９
日

‐５
年
　
１
／
１４
　
駒
込
防
犯
協
会
　
新
年
会

２
／
１４
　
駒
込
防
犯
協
会
　
会
議

５
／
２３
　
防
犯
協
会
　
総
会

‐４
年
　
１２
／
‐５
　
第
●
同
ケ
ー
キ
作
り

駒
本
小
学
校
３６
名
、

誠
之
小
学
校
４３
名
　
参
加

‐５
年
　
２
／
３
　
地
区
対
　
新
年
会

‐２
／
４

‐２
／
‐３

‐５
年
　
２
／
２５

２
／
２７

様
（九
　
才
）

様
（八
四
才
）

様
（ｔ
九
才
）

様
（ｔ
ｔ
才
）

様
（九
七
才
）

様
（七
七
才
）

様
（八
九
才
）

向

Ｆ

２
１
３０
‐
７

向

丘

２
１
１６
‐
９

向

丘

２
１
３０
‐
７

向

丘

２
１
２４
‐
８

向

匠

２
１
“
―
‐４

向

丘

２
１
‐９
‐
２０

向

丘

２
１
３６
‐
２４



積立金等残 ¥5500000

蓬 莱 町 会
平成14年度収支決算報告書

決■期間 平成 14年 4月 1口 ～至平成 15年 3月 31曰 まで

平成 15年度収支予算計画書 (案 )
決算期間 平成 16年 4月 1日 から平成 16年 3月 31日 まで

e位 1円 )

平成 15年 6月 3日
平成 14年度決算を上Feの通り報告いたします.    8会

計 最 幸 覆 量 8
平成 14年度決算は監

=の
結果正確に処理されていることをIIします

監
="村

底 明 ◎

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 金  額 綺 要 勘 定 科 目 金  額 摘 要

前 期 線 越 全 957020 部

当

務総

担

渉外資 294500 渉外費 慶弔費
町 会 会 贅 1412000 会員数   351名 会議費 23D330 総会 定例会 部長会
区 助 成 金 等 607008 区 助 lt金     188228

リサイクル   267280
区 報 配 布  〕51500

備昴贅他 284765 通信速綺費 事務費
防火防 災部 責 93953 友の会助成 消耗品 他
防 犯 郎 費 80139

預 金 11 息 960 文 イヒ 部 賣 517.668
雑  収  入 62129 婦 人 3贅 398455

青 年 部 費 30,1200

交 通 部 贅 92565
衛 生 部 彙 0

Ⅲ  立  金 535033 薇 立 金  535033
繰  越  金 461709 次 期 へ繰薔  461709

合   計 3039117 今期実収入の合計 2082o97 合   計 3039117 貪響偏暴富啓 2%ζ l::

Jマ 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 金  額 摘 要 勘 定 科 目 金  額 摘 要

前 期 繰 越 金 461709 総

務

部

担

当

渉外費慶弔費 300000 お榔 担当計∞Oρ∞

町 会 会 贅 1400000 会 議 費 250,O00
区 助 咸 全 600C100 事務連絡費 120000

補 助 金 130000
防火防災部彙 100 αЭ0

防 犯 部 費 1∞ 03)
文 化 部 費 30003Э
婦 人 部 費 40000Э

交 通 部 虫 lαЭ 000

青 年 部 費 80000

衛 生 都 ☆ 10000

予  備  彙 571709
合   計 2461709 合   計 2461709

平成 15年 6月 3日
平成 15年ま予算(案 )を上配の通り計上いたします  晋

会
計 最 薫 覆 量 8

蓬
莱
町
会
　
役
職
人
事

（敬
称
略
）

富^　
長
　
一二
宅
　
英
三

副
会
長
　
橋
本
　
明
昭
　
　
佐
々
木
孝
一

加
藤
　
輛
美
　
　
堀
江
　
廣
明

総
　
務
　
橋
本
　
明
昭
　
　
池
田
　
秀
男

会
　
計
　
竹
中
　
俊
之
　
　
五
十
嵐
日
出
男

監
　
事
　
川
村
　
康
明

相
談
役
　
小
川
　
義
信

違
縮
委
員

南
部
　
　
堀
江
　
　
菫
治
　
関
根
昌
一
（川
瀬
方
孝
）

中
部
　
　
薗
口
　
貴
恵
子
　
川
村
康
明

北
部
　
　
五
十
嵐
日
出
男
　
中
島
行
雄

部
長
　
　
　
　
　
副
部
長

交
通
部
　
本
城
　
康
至
　
　
中
島
　
行
雄

防
災
部
　
大
畑
　
清
心
　
　
小
林
　
一
雄

防
犯
部
　
坂
本
　
禎
一　
　
堀
江
　
頼
治

文
化
部
　
青
木
　
喜
一　
　
竹
中
　
俊
之

池
口
　
　
暉

蓬^
来
町
だ
よ
り
編
集
委
員
）

衛
生
部
　
五
―
嵐
日
出
男

婦
人
部
　
藍
原
紀
久
子
　
　
室
川
幸
子
　
藤
関
芳
江

青
年
部
　
二
宅
　
秀
明
　
　
加
藤
美
次

Ａ
呻
漱
¨
¨
”
藤
嚇
漱
”
田
卸
い
粒
な
熱
絵
は
す
い

ま
す
。
先
日
、
或
る
記
事
で
地
メ
が
物
理
的
に
も
縮

み
つ
つ
あ
る
と
或
る
化
学
者
が
云

っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
中

の
人
物
が
持
、
浮

き
足
立

っ
て
い
る
様

で

す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
「連

い
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

と

ム
う
言
葉
を
噛

み
し
め

る

べ
き
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
盛
夏
を
日
前
に
皆
様

の
ご
自
愛
を
祈
り
ま
す
。

編
集
委
員
　
一〓
宅
栄
三
　
竹
中
後
之
　
常
岡
　
裕

青
木
喜

一
　

池
田
　
薩


